
殿村遺跡と虚空蔵山麓の中世の遺跡・文化財 天正9年『お祓い配り日記』（左）と近世の絵図（右）に見える「ゑげ」

平成25年度の発掘（殿村遺跡5次調査と虚空蔵山城跡3次調査）
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平成26年度

殿村遺跡の石積（５A1）の石積みと出土遺物

虚空蔵山城跡の礎石建物跡と石積み
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石列29と盛土の様子石積Gと盛土の様子石積みと石列
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殿村遺跡6D2トレンチとその構造

最初は上段と下段の2段構成の平場がつくられた。
第1段階  →  第2段階 →  第3段階 →  第4段階 →  第5段階 →  第6段階へと、
  （土手）　   （石列30）    （石列29）　  （石積G）      （石列28）　 
上段の平場が順次南に拡張され、下段が埋められていった様子がわかった。

南へ行くほど新しい♪
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複雑！
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＜上段の平場＞

＜下段の平場＞
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